
私も本書を推薦します！（敬称略）

され、またそれぞれの臨床例も提示して実践的
に本書を構成されています。
　私は咬合挙上の理論と臨床的な手技を整理す
るうえでの座右の書として、また後輩の指導を
行う際の教材としても本書を愛用したいと考え
ています。世代や専門性を問わず、すべての歯
科医師にぜひ読んでいただきたい一冊です．

　本書の主題は、難解とされる中心位
を含む３つの下顎位を基準とした咬合
挙上法です。著者らは、それら各々の
方法の専門用語の定義、歴史的背景、
エビデンスを非常にわかりやすく解説

て咬合挙上に関するこれ以上の書籍は出てこな
いし、必要ないとさえ感じさせる内容でした。
　本書には、私のような咬合挙上に対して無知
だった者の思考が読まれているかの如く、各章
にあらゆる疑問に対する周到な答が、エビデン
スベースで用意されています。
　本書に出会わなければ、私は咬合挙上という
大海原の中で遭難したままだったでしょう。

　私は、本書のもととなる雑誌連載を
むさぼるように読み、誰よりもその書
籍化を望んでいました。そして大幅に
加筆された本書は、今後なにか革新的
な方法が出てこない限り、日本におい

本書の目次は裏面へ☞

『咬合挙上は現象としては咬合高径の拡大です

が，そこには顎関節と咬合接触関係が密接に

かかわるので，実施に当たってそれらを含め

た顎口腔系全体の知識が必要なのは言うまで

もありません．著者らは，それを余すところ

なくここにまとめ上げています．』　

本書内「推薦の言葉より」（抜粋・敬称略）

藍　　　稔（東京科学大学名誉教授）

　補綴治療時に咬合高径の増大、すなわ
ち咬合挙上の必要性に迫られることがあ
る。しかし、咬合挙上の諸事項について
はさまざまな考え方があり、ときに悩ま
しい問題になる。
　本書は、東京科学大学の補綴専門医２
人がそれらの問題を考察し、これを月刊
誌「ザ・クインテッセンス」2021年３～６
月に４回にわたり掲載して大きな話題を
呼んだ連載「咬合挙上の今あるエビデン
スと臨床手技教えます」の内容を大幅に
改編。国内外の文献をあらためて渉猟し、
咬合学の基本的事項をふまえつつ学問的
に、かつ臨床的にまとめ上げた。咬合挙
上はもちろん、咬合再構成や咬合治療が
検討される際にも大いに参考になる歯科
医師のバイブルが、ここに誕生！

されており、臨床家が抱える補綴設計の悩みに
も具体的に答えられている。
　実践に役立つ内容が豊富に盛り込まれてお
り、これはまさに、咬合再構成に取り組む際の
必読書といえるだろう。ぜひ手元に置き、繰り
返し読んでいただきたい。

　ともすると大きな議論を呼びかねな
いテーマだが、ここまで客観的かつ体
系的にまとめ上げられた本がこれまで
にあっただろうか。混乱しがちな下顎
位については用語を含めて明確に整理

谷田部　優
（東京都開業、日本補綴歯科学会東京支部監事、東京科学
大学臨床教授）
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咬合挙上で悩んでいませんか？　そのバイブルが、ここに誕生！
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ʰ咬合挙上　そのҙܾࢥఆͱྟচखٕ 　ɦ࣍
ϓϩϩʔά　咬合挙上ɼ͢Δ？　͠ͳい？

1 � ø ɽᄐ߹্ڍͱʁ
1 � ù ɽʠᄐ߹ܘߴʡ「ԼֺのʠਨతͳʡҐஔ」ʁ
1 � ú ɽԼֺ߶ମͰͳ͍

ø ষ　ॏཁͳԼֺҐのఆٛΛཧղ͠Α͏！

ø � ø ɽᄐ಄ቕ߹Ґ
ø � ù ɽத৺Ґ
ø � ú ɽத৺ᄐ߹Ґ
ø � û ɽᰒ಄҆ఆҐ
ø � ü ɽےҐ

ù ষ　咬合ܘߴͲ͏ͬͯධՁ͢Δ？

ù � ø ɽԼֺ҆੩Ґʹͮ͘جධՁ
ù � ù ɽൃԻ࣌のԼֺҐʹͮ͘جධՁ
ù � ú ɽإܭଌ
ù � û ɽΤοΫεઢࣸਅʹよΔධՁ
ù � ü ɽิ௲ۭܺ֬อの؍͔ΒのධՁ
ù � ý ɽऀױのײ （֮շదੑ）ʹ ධՁͮ͘ج

ú ষ　咬合挙上Λݕ౼͢Δऀױのɼࠪݕͱ úͭのྟচखٕ

ú � ø ɽᄐ߹্ڍલのνΣοΫ߲
ú � ù ɽᄐ߹্ڍを҆શʹͨ͏ߦΊʹͲ͏すΔʁ（"CEVPのϨϏϡʔ）
ú � ú ɽᄐ߹্ڍの֓ཁ

û ষ　த৺ҐΛج४ͱͨ͠咬合挙上๏

û � ø ɽத৺Ґをج४ͱしͯᄐ߹্ڍすΔҙຯ

û � ù ɽ本๏ʹ͓͚Δ「Լֺ಄ʹճసத৺」のҙຯすΔͱ͜Ζ
û � ú ɽจ͔ΒߟすΔத৺Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍ๏のϙΠϯτ
û � û ɽத৺Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍの࣮ࡍ

ü ষ　λοϐϯάϙイϯτΛج४ͱͨ͠咬合挙上๏

ü � ø ɽλοϐϯάϙΠϯτをج४ͱしͯᄐ߹্ڍすΔҙຯ
ü � ù ɽऩଋしͨλοϐϯάϙΠϯτͱؔ࿈すΔԼֺҐ
ü � ú ɽ本๏ͰΦΫϧʔβϧεϓϦϯτを༻͍Δత
ü � û ɽλοϐϯάϙΠϯτをج४ͱしͨᄐ߹্ڍのज़ࣜ
ü � ü ɽλοϐϯάϙΠϯτをج४ͱしͨᄐ߹্ڍの࣮ࡍ
ü � ý ɽʠ úͭのਫฏతԼֺҐのઃఆج४ʡの͍ͣΕを࠾༻すΔの͔ʁ

ý ষ　咬಄ቕ合ҐΛج४ͱͨ͠咬合挙上๏

ý � ø ɽᄐ಄ቕ߹Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍ
ý � ù ɽᄐ಄ቕ߹Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍのسې
ý � ú ɽᄐ಄ቕ߹Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍの֓ཁ
ý � û ɽᄐ಄ቕ߹Ґをج४ͱしͨᄐ߹্ڍの࣮ࡍ

þ ষ　咬合挙上にͱͳい咬合ฏ໘Λमਖ਼͢Δࡍのஅج४

þ � ø ɽᄐ߹ฏ໘のमਖ਼ඞਢ͔ʁ
þ � ù ɽᄐ߹ฏ໘のमਖ਼をݕ౼すΔࡍのνΣοΫϙΠϯτ
þ � ú ɽᄐ߹ฏ໘のमਖ਼を͏ߦஅج४
þ � û ɽᄐ߹ฏ໘のઃఆํ๏

ÿ ষ　ຊॻでհͨ͠咬合挙上๏ΛྟচԠ༻͢Δࡍのҙ

ÿ � ø ɽᄐ߹ͱのؔ࿈͕ෆ໌ͳʠओ؍తʡҐᄐ߹શঢ়のରԠ
ÿ � ù ɽᄐ߹্ڍのྟচ࣮ײͱݶք

若手歯科医師も理解がすすむ！　用語解説をコラム掲載！
著者の「もっと書きたい！」、読者の「もっと知りたい！」に応え、本文では
書ききれなかった補足事項を豆知識的にコラム掲載！

˔ᄐ߹্ڍのΈͳΒͣɺᄐ߹ͦΕࣗମのࣝもಘΒΕΔ！ɹ˔͖ΘΊͯཧత͔ͭ໌շͳจষߏɹ˔Ίͯจݙϕʔε・ΤϏσ
ϯεϕʔεͰड़͞ΕͳΒ͕もɺஶऀΒのҙݟ・ྟচ࣮ײྟচݧܦもͨΊΒΘͣʹ言ٴɹ˔本書Ͱղઆし͍ͯΔᄐ߹্࣌ڍのج
४「த৺Ґ」「λοϐϯάϙΠϯτ」「ᄐ߹ቕ߹Ґ」の̏ͭɻͦΕͧΕの֓ཁͱ࣮ࡍのྟচखֶٕ͕Δ！ɹ

Features

下顎頭位（顆頭位）

த৺Ґ

ᰒ಄҆ఆҐ

Լֺޙ࠷ୀҐ

咬合位

த৺ᄐ߹Ґ

ᄐ಄ቕ߹Ґ

Ґے（のٛڱ）

Լֺޙ࠷ୀ৮Ґ
その他

Լֺ҆੩Ґ

దԠத৺Ґ ø � ø

下顎位を表現する各用語

Ґޱେ։࠷

●ऴҐ●φιϩδʔ●+(15� ý ʹ͓͚Δʠத৺Ґʡのఆٛ●ภ৺ӡಈ●ྻࣃ৮บ
ʢUPPUI�DPOUBDUJOH�IBCJUʣ●ੜ৺ཧࣾձతϞσϧ●δά●%BIMのίϯηϓτ●
ϛϡʔνϡΞϦʔϓϩςΫςουΦΫϧʔδϣϯ●άϧʔϓϑΝϯΫγϣϯ●ཧᄐ߹
●UPPUI�XFBS●ϩϯάηϯτϦοΫ●1�.�4�ςΫχοΫ

●保母の著書に石原が寄稿した「推薦のことば」●ゴシックアーチ描記法における中心位　
●Willis法　●「中心咬合位と咬頭嵌合位のズレ」という表現について●リーフゲージによ
る下顎の誘導●早期接触で障害が生じる場所●中心位を基準とした咬合挙上法はグローバ
ルスタンダード？●タッピングポイント＝咬頭嵌合位”？●「いきなり固定性暫間装置」は
NG？●フェイスボウトランスファーについて

ஶऀ ా३Ұʢわだ・͡Ύんいちろ͏ʣ
ʲུྺʳ
ù÷÷ý年　東京医科歯科大学歯学෦ଔۀ
ù÷øø年　東京医科歯科大学大学Ӄम ʢྃ෦床ٛ歯補綴学ʣ
ù÷øú年　東京医科歯科大学歯学෦�ॿ教
ù÷ùù年～ù÷ùú年　τΡルク大学ʢϑΟンϥンυʣ٬һڀݚһ
ù÷ùú年　東京医科歯科大学歯学෦ߨ�師
ù÷ùû年　東京科学大学ߨ師ߨ�師
ʲओなॴଐ・৬ʳ
本歯科専門医ػ構ೝఆ補綴歯科専門医ʗ本補綴歯科学ձࢦಋ医

एྛଇʢわかやし・のりΏきʣ
ʲུྺʳ
øĀÿÿ年　東京医科歯科大学歯学෦ଔۀ
øĀĀù年　東京医科歯科大学大学Ӄम ʢྃ歯科補綴学ʣ
øĀĀû年　東京医科歯科大学歯学෦�ॿ手
øĀĀþ年～øĀĀÿ年　ϑϩϦμ大学ʢถ国ʣ�٬һ教त
ù÷÷ý年　ؠ手医科大学歯学෦�ॿ教त
ù÷÷Ā年　東京医科歯科大学歯学෦�।教त
ù÷øú年　東京医科歯科大学歯学෦�教त
ù÷øþ年　東京医科歯科大学�歯学෦ෟଐපӃ
ù÷ù÷年　東京医科歯科大学�ཧ事・෭学ʢ教ҭ୲ʣ
ù÷ùû年　東京科学大学�ཧ事・෭学ʢ教ҭ୲ʣ、ಉ歯学෦�教त
ʲओなॴଐ・৬ʳ
本歯科専門医ػ構ೝఆ補綴歯科専門医ʗ本補綴歯科学ձࢦಋ医
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※ご記入いただいた個人情報は、弊社の新刊案内、講演会等の案内に利用させていただきます。
※ご指定歯科商店がない場合は送料をいただき、代金引換宅配便でお送り致します。

咬合挙上　その意思決定と臨床手技

kougou_A4_ura.indd   2 2025/01/28   11:29


